
第２号様式の３

令和元年度第１回法務省総合評価委員会審議概要

開 催 日 及 び 場 所 令和元年６月２６日（水）１５：４５～１６：４５

法務省共用会議室４（大臣官房施設課旧入札室）

角 田 茂 （大学参事）※委員長

委 只 木 誠 （大学教授）

員 遠 藤 和 義 （大学教授）

審 議 対 象 期 間 平成３０年１２月１日から平成３１年３月３１日まで

【 工 事 】 （備考）

抽 出 対 象 案 件 総件数 ２ 件

技術提案評価型

類 Ｓ型 ０ 件

施工能力評価型

型 Ⅰ型 ２ 件

施工能力評価型

Ⅱ型（一般タイプ） ０ 件

施工能力評価型

Ⅱ型（小規模タイプ） ０ 件

【 業 務 】 （備考）

抽 出 対 象 案 件 総件数 ２ 件

類 標 準 型 ０ 件

型 簡 易 型 ２ 件

意見・質問 回 答

委員からの意見

・質問，それに 別紙のとおり 別紙のとおり

対する回答等

具申又は勧告 回 答

委員会による

意見の具申又は なし なし

勧告の内容
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別 紙

意 見 ・ 質 問 回 答

（議題）総合評価落札方式の実施状況につい

て

意見・質問なし。

（議題）抽出案件の審議

大阪医療刑務所新営準備（電気設備）工事

［施工能力評価型Ⅰ型］

入札参加者が１者であるのはなぜか。 明確な理由は不明であるが，オリンピッ

ク等の影響により，建設業界において設備

業者が全国的に多忙となっていることも要

因のひとつと考えられる。

本件は週休２日促進工事（受注者希望型） 品確法等の改正を受けた取組について

に指定されていたが，昨今，改定された「公 は，国土交通省から情報収集を行っている

共工事の品質確保の促進に関する法律」（以 ところである。できる限り足並みをそろえ

下，「品確法」という。）等により，今後は て推進していきたい。

このような取組をより一層推進させる必要が

あると考える。法務省は，どのような対応を

取っていくのか。

週休２日促進工事が適用されることによ 建設工期は，これまでも週休２日を確保

り，特に早期完成が求められる補正予算案件 しているため，補正予算案件においても通

において，適切な工期は確保できるのか。 常と同様に，週休２日の建設工期を設定す

る予定である。

なお，特に補正予算案件をはじめ早期完

成が必要となる事業については，計画段階

から週休２日促進工事を前提とした全体ス

ケジュールによって管理し，適切な工期を

確保できるよう留意したい。

公共工事では工期を守らなかった際の罰則 発注者として厳格に確認したい。

が厳しいことから，週休２日促進工事におい
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て休日の施工を不正に行う可能性があるので

はないか。

府中刑務所製品倉庫等耐震改修実施設計業

務［簡易型（短縮）］

入札価格に大きな差が開いたのはなぜか。 簡易な耐震改修の設計業務であるが，対

象となる施設が広範囲に及び，各業者にお

ける積算に対する考え方がそれぞれ異なっ

たためと考えられる。

技術提案書について，提案内容が少ない 技術評価点の構成は，配置予定技術者の

にもかかわらず，技術評価点が高い業者が 資格，実績における技術力，技術提案とな

いるのはなぜか。 っており，技術提案以外の得点が高かった

ためである。


